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ら
な
い
。
よ
っ
て
、
社
会
権
規
約
に

違
反
す
る
生
活
保
護
法
の
解
釈
は
許

さ
れ
な
い
。

進
歩
さ
せ
る
義
務

　

社
会
権
規
約
２
条
１
項
は
、
締
約

国
に
権
利
の
実
現
を
漸
進
的
に
達
成

す
る
た
め
に
行
動
を
と
る
義
務
を
課

し
て
い
る
。
日
本
は
76
年
に
同
規
約

を
批
准
し
て
お
り
、
権
利
の
実
現
に

向
け
て
漸
進
的
に
進
歩
さ
せ
る
義
務

を
負
う
。
そ
の
た
め
、
権
利
を
後
退

さ
せ
る
こ
と
は
同
規
約
の
趣
旨
に
反

す
る
こ
と
と
な
る
。

　

一
般
的
意
見
で
も
、「
社
会
保
障

に
対
す
る
権
利
に
関
連
し
て
と
ら
れ

た
後
退
的
な
措
置
は
、
規
約
に
基
づ

い
て
禁
じ
ら
れ
て
い
る
と
の
強
い
推

定
が
働
く
。
い
か
な
る
意
図
的
な
後

退
的
措
置
が
と
ら
れ
る
場
合
に
も
、

締
約
国
は
、
そ
れ
が
す
べ
て
の
選
択

肢
を
最
大
限
慎
重
に
検
討
し
た
後
に

導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
及

び
締
約
国
の
利
用
可
能
な
最
大
限
の

資
源
の
完
全
な
利
用
に
照
ら
し
て
、

規
約
に
規
定
さ
れ
た
権
利
全
体
と
の

関
連
に
よ
っ
て
そ
れ
が
正
当
化
さ
れ

る
こ
と
、
を
証
明
す
る
責
任
を
負
っ

て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
生
活
保
護
を
含
め
た
社

会
保
障
制
度
の
後
退
は
原
則
社
会
権

規
約
違
反
と
な
る
の
で
あ
る
。

世
界
の
恥
さ
ら
し

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
の
裁
判
所
は
社

会
権
規
約
を
無
視
、
軽
視
し
、
国
も

そ
れ
に
便
乗
し
て
規
約
を
守
ら
な

い
。
社
会
権
規
約
委
員
会
は
報
告
書

審
査
で
日
本
の
裁
判
所
と
政
府
の
姿

勢
を
度
々
批
判
し
て
い
る
。

　

こ
の
訴
訟
で
は
、
社
会
権
規
約
に

基
づ
く
制
度
後
退
禁
止
原
則
を
真
正

面
か
ら
取
り
上
げ
、
裁
判
所
と
国
に

人
権
後
進
国
と
し
て
世
界
に
恥
を
さ

ら
し
続
け
る
の
か
問
い
続
け
て
い

る
。 

（
つ
づ
く
）

 

（
弁
護
士
・
楠
晋
一
）

　

生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
違
憲
訴

訟
で
は
、
憲
法
、
法
律
違
反
に
加
え
、

国
際
人
権
法
の
一
つ
で
あ
る
社
会
権

規
約
違
反
も
問
題
に
し
て
い
る
。

　

社
会
権
規
約
は
、
自
由
権
規
約
と

と
も
に
１
９
６
６
年
に
成
立
し
た
国

際
人
権
規
約
の
一
部
を
成
す
。
両
規

約
共
通
の
前
文
に
は
、
左
の
図
の
通

り
理
念
が
書
か
れ
て
い
る
。
市
民
的

及
び
政
治
的
権
利
を
保
障
す
る
条
約

が
自
由
権
規
約
で
あ
り
、
経
済
的
、

社
会
的
及
び
文
化
的
権
利
を
保
障
す

る
条
約
が
社
会
権
規
約
で
あ
る
。

法
よ
り
強
い
効
力

　

国
際
人
権
規
約
を
人
権
の
国
際
標

準
と
し
て
機
能
さ
せ
る
た
め
、
自
由

権
規
約
委
員
会
と
社
会
権
規
約
委
員

会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
条
約
加
盟
国
（
締

約
国
）
政
府
か
ら
提
出
さ
れ
た
報
告

書
を
審
査
し
、
締
約
国
が
国
内
で
規

約
を
正
し
く
実
施
し
て
い
る
か
監
視

す
る
と
と
も
に
、
条
約
の
解
釈
を

「
一
般
的
意
見
」
と
い
う
公
的
見
解

と
し
て
公
表
し
て
い
る
。

　

条
約
は
法
律
よ
り
効
力
が
強
い
の

で
、
締
約
国
は
、
規
約
、
一
般
的
意

見
に
沿
っ
た
解
釈
を
し
な
け
れ
ば
な

後退は社会権規約違反

生
活
保
護
裁
判
の
行
方

生
活
保
護
裁
判
の
行
方

最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
３

　

人
類
社
会
の
す
べ
て
の
構
成
員
の
固

有
の
尊
厳
及
び
平
等
の
か
つ
奪
い
得
な

い
権
利
を
認
め
る
こ
と
が
世
界
に
お
け

る
自
由
、
正
義
及
び
平
和
の
基
礎
を
な

す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
こ
れ

ら
の
権
利
が
人
間
の
固
有
の
尊
厳
に
由

来
す
る
…
（
中
略
）
…
自
由
な
人
間
は

恐
怖
及
び
欠
乏
か
ら
の
自
由
を
享
受
す

る
こ
と
で
あ
る
と
の
理
想
は
、
す
べ
て

の
者
が
そ
の
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利

と
と
も
に
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化

的
権
利
を
享
有
す
る
こ
と
の
で
き
る
条

件
が
作
り
出
さ
れ
る
場
合
に
初
め
て
達

成
さ
れ
る

国
際
人
権
規
約（
前
文
）
※
抜
粋
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会員と
ともに　

国
政
動
か
す
大
き
な
力
に

政　

策　

部

　

政
策
部
が
取
り
組
ん
だ
学

校
歯
科
治
療
調
査
や
歯
科
技

工
所
ア
ン
ケ
ー
ト
が
大
き
な

反
響
を
呼
ん
で
い
る
。

　

２
０
１
２
年
か
ら
実
施
し

て
い
る
学
校
歯
科
治
療
調
査

は
、
学
校
歯
科
検
診
後
の
児

童
・
生
徒
の
受
診
動
向
を
明

ら
か
に
し
て
き
た
。
16
年
調

査
で
は
、
▽
学
校
歯
科
検
診

で
治
療
勧
告
さ
れ
た
子
ど
も

の
う
ち
65
・
３
％
が
受
診
し

て
い
な
い
▽
約
半
数
の
学
校

で
口
腔
崩
壊
（
咀
嚼
が
困
難

な
状
況
）
の
子
ど
も
た
ち
が

存
在
し
て
い
る
―
―
こ
と
が

分
か
っ
た
。

　

調
査
結
果
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
全

国
紙
な
ど
多
く
の
マ
ス
・
メ

デ
ィ
ア
が
相
次
い
で
報
道
。

会
内
外
に
大
き
な
衝
撃
を
与

え
た
。

　

歯
科
技
工
の
改
善
を
め
ざ

し
て
取
り
組
ん
だ
技
工
所
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
歯
科
技
工

士
の
過
酷
な
現
状
を
浮
き
彫

り
に
し
た
。
結
果
を
基
に
作

成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
歯

科
技
工
士
が
い
な
く
な
る
」

は
、
小
池
晃
参
院
議
員
（
共

産
）
に
よ
っ
て
厚
生
労
働
委

員
会
（
14
年
11
月
４
日
）
で

配
布
さ
れ
る
な
ど
、
全
国
で

数
万
部
が
活
用
さ
れ
た
。

　

こ
の
調
査
を
機
に
、
保
団

連
は
全
国
歯
科
技
工
所
調
査

を
16
年
に
実
施
。
さ
ら
に
歯

科
技
工
士
問
題
懇
談
会
や
厚

労
省
交
渉
が
開
か
れ
、
歯
科

写
真
で
解
説
し
た
。
実
習
で

は
、
ス
ト
ー
ン
の
角
度
や
研

ぐ
際
の
姿
勢
な
ど
の
注
意
点

を
確
か
め
な
が
ら
繰
り
返
し

練
習
し
た
。

　

ス
ケ
ー
リ
ン
グ
で
は
、
上

達
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
患

者
の
口
腔
内
の
状
況
を
把
握

し
図
示
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
。
講

師
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

一
人
ひ
と
り
を
補
助
し
な
が

ら
実
習
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
基
本
的

　

臨
床
・
学
術
部
は
「
シ
ャ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
〜
よ

り
良
い
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
の
た

め
に
」
を
１
月
29
日
、
保
険

医
会
館
で
開
き
、
15
人
が
参

加
し
た
（
写
真
）。
同
部
の

福
池
久
恵
氏
が
講
師
を
務
め

た
ほ
か
、
２
人
が
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
に
あ
た
っ
た
。

　

福
池
氏
は
「
理
論
を
理
解

し
て
し
っ
か
り
と
し
た
シ
ャ

ー
プ
ニ
ン
グ
を
身
に
付
け
て

ほ
し
い
」
と
し
て
、
シ
ャ
ー

プ
ニ
ン
グ
の
基
礎
を
動
画
や

技
工
士
が
立
ち
上
が

り
、
改
善
を
訴
え
る

機
会
が
作
ら
れ
て
い

る
。
不
十
分
な
が
ら

厚
労
省
が
技
工
問
題

で
独
自
調
査
に
踏
み

切
る
な
ど
、
国
政
を

動
か
す
大
き
な
力
に

も
な
っ
た
。

動
作
を
見
直
す

こ
と
で
き
た
」

「
実
技
を
近
く

で
見
ら
れ
た
の

が
よ
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
た
。

学校歯科治療調査は
NHKが報道　　　　

シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
実
習
開
く

臨
床
・
学
術
部

性
を
訴
え
た
。

杉
本
叡
理
事
の
話

　

議
員
・
秘
書
へ
の
要
請
を

通
じ
て
感
じ
た
の
は
、
政
治

と
国
民
生
活
が
か
け
離
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
昔
は

「
中
流
世
帯
」
が
ほ
と
ん
ど

だ
っ
た
が
、
今
で
は
貧
困
世

帯
が
か
な
り
増
え
て
い
る
。

特
に
大
阪
は
全
国
と
比
べ
て

も
貧
困
率
が
高
く
、
深
刻

だ
。
歯
科
医
療
現
場
の
実
態

を
示
し
な
が
ら
患
者
負
担
増

計
画
の
中
止
を
求
め
る
と
共

に
、
政
治
の
力
で
改
善
し
て

ほ
し
い
と
強
く
要
請
し
た
。

負
担
増
ス
ト
ッ
プ
に
は
、
患

者
の
実
態
を
知
ら
せ
る
継
続

し
た
働
き
か
け
が
必
要
だ
。

（
要
請
議
員
は
次
号
に
掲
載
）

る
よ
う
野
党
で
協
力
し
な
が

ら
働
き
掛
け
て
い
き
た
い
」

（
宮
本
議
員
）
と
応
じ
た
。

　

同
日
に
衆
院
議
員
会
館
で

開
か
れ
た
「
ス
ト
ッ
プ
！
患

者
負
担
増
キ
ッ
ク
オ
フ
集

会
」
に
は
、
全
国
の
保
険
医

協
会
な
ど
か
ら
１
２
０
人
が

参
加
。
段
野
和
茂
理
事
が
大

阪
府
の
医
療
費
助
成
削
減
政

策
へ
の
反
対
運
動
を
紹
介

し
、
窓
口
負
担
軽
減
の
必
要

心
配
な
く
受
診
で
き
る
よ
う

に
」
と
強
く
求
め
た
。「
予

算
案
で
は
軍
事
費
と
公
共
事

業
費
に
大
盤
振
る
舞
い
す
る

一
方
、
社
会
保
障
費
を
抑
制

す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

医
療
・
福
祉
に
重
点
配
分
す

寄
せ
ら
れ
た
負
担
増
中
止
の

要
請
署
名
の
べ
８
７
４
人
分

を
各
議
員
に
提
出
し
た
。
面

談
し
た
共
産
党
の
宮
本
岳
志

・
清
水
忠
史
・
堀
内
照
文
各

衆
院
議
員
に
「
高
齢
者
ら
の

負
担
は
も
う
限
界
。
お
金
の

　

来
年
度
予
算
案
や
医
療
費

の
患
者
負
担
増
の
国
会
審
議

が
通
常
国
会
で
始
ま
る
な

か
、
協
会
は
１
月
26
日
、
全

国
保
険
医
団
体
連
合
会
が
主

催
し
た
中
央
要
請
行
動
に
参

加
し
た
。
大
阪
選
出
の
国
会

議
員
に
対
し
、
下
井
戸
昭
介

副
理
事
長
ら
役
員
７
人
は

「
高
齢
者
の
窓
口
負
担
増
は

中
止
・
撤
回
を
」と
訴
え
た
。

　

政
府
が
70
歳
以
上
の
高
額

療
養
費
の
負
担
増
や
、
後
期

高
齢
者
の
保
険
料
の
縮
小
な

ど
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、
協
会
は
会
員
か
ら

高
齢
者
の
負
担 

も
う
限
界

１・
26
国
会
行
動　

医
療
改
悪
の
中
止
求
め
る

上から、宮本岳志議員、 　　
清水忠史議員、堀内照文議員


